
新日本スポーツ連盟全国ランニングセンター規約 

第１条（名称と所在地） 

    本センターは新日本スポーツ連盟全国ランニングセンター（以下センター）と称し、事務所を

東京都豊島区におく。 

第２条（目 的） 

  １ 全国各地の「月例マラソン」会員、ランニングクラブ及びランナーを結集し、 

    ランニングを中心とした陸上競技の発展をはかる。 

  ２ 新日本スポーツ連盟の「目的及び諸活動」をランニング・陸上競技の分野において具体化す

る。 

第３条（活 動） 

   本センターの目的を実現するために次の諸活動を行う。 

 （1） 新春マラソン、月例マラソン、駅伝大会、ロードレース大会、陸上競技大会、 

    ウオーキング等のランニング行事の開催とそれを発展させるための交流と研究 

 （2） 各種講演会、学習、研究会、研修会等の開催 

 （3） ランニング指導者、審判員、競技者の養成 

 （4） 平和マラソン、国際交流事業等の開催 

 （5） 全国スポーツ祭典陸上競技大会の開催 

（6） ランニングハンドブック、機関紙等の発行 

（7） ランニングコースや陸上競技施設等の条件整備活動 

（8） その他、センターの目的達成に必要な活動 

第４条（組 織） 

   本センターは以下の団体又は個人．によって構成される。 

 （1）新日本スポーツ連盟に加盟するランニングクラブ及び個人と各地の「月例マラソン」 

   会員 

 （2）センターの趣旨に賛同し、第３条（活動）において協力関係を結べる賛助団体 

 

第５条（加入及び退会） 

 （１）本ランニングセンターへ加入し又は退会するクラブ及び個人は運営委員会が承認する。 

 （２）賛助団体の加入及び退会は運営委員会の議決を経て総会が承認する。 

第６条（役 員） 

    本センターに以下の役員を置く。 

   会 長     １名 

   副会長     ２名 

   事務局長    １名 

   事務局次長   ２名（内１名は会計担当） 

各ブロック長 各１名 

運営委員   若干名 

会計監査    ２名 

第７条（役員の選任） 

１ 本センター役員の選任は以下の通りとする。 

（１）各加入組織からの選出運営委員 

（２）運営委員会の推薦する運営委員 

（３）総会で選出される会計監査 



２ 会長、副会長、事務局長、事務局次長及び各ブロック長は、前期運営委員会が推薦し、総会で

選出する。 

３ 役員の任期は２年とする。但し再任を妨げないが、 

１ 会長、副会長、事務局長、事務局次長、ブロック長の任期は２期４年とする。 

２ 運営委員会からの要請がありかつ、本人の継続意志があれば３期計６年まで

就くことが出来る。 

 
第８条（役員の任務） 
１ 会長はセンターを代表するとともに会務を統括する。 

２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代行する。 

３ 事務局長は総会の決議にもとづく事項の執行促進、調整を行う。 

４ ブロック長は各ブロックの取り組みをまとめ、ブロック会議を召集する。 

５ 運営委員は運営委員会の構成員として会務について審議し議決に参加する。 

６ 会計監査は会計を含む会務全般について監査し、その結果を総会に報告する。 

 

第９条（総 会） 

１ 総会は本センターの最高決議機関であり別に定める規定により選出される現運営委員及び代

議員によって構成される。尚、総会の構成員の代理出席は認めず委任状をもって、出席に変える。 

 ２ 総会は２年に１回会長がこれを召集する。又、総会構成員の３分の１以上の請求があったとき

会長は臨時に総会を召集しなければならない。尚、総会の運営については三役会がこれを定め

る。 

 ３ 運営委員会が必要と認めたとき会長は臨時に総会を招集しなければならない。 

第１０条（総会の議決事項等） 

   総会は以下の事項について審議し決定する。 

  （１）活動結果の承認と次年度活動方針の承認 

（２）決算の承認と次年度予算の承認 

（３）規約、規定等の改定 

（４）運営委員の選出 

（５）会長、副会長、事務局長、事務局次長、ブロック長、会計監査の選出 

（前期運営委員会よりの役員提案が無かった場合は、次期運営員の互選とする） 

（６）専門委員会、特別委員会の設置 

（７）賛助団体の加入及び退会の承認 

（８）その他、本センターの目的を達成するために必要な事項 

第１１条（運営委員会） 

   １ 運営委員会は会長が招集し、会務全般について審議し議決する。尚、運営委員 

の３分の１以上の請求があつたとき会長は運営委員会を招集しなければならない。 

２ 会長が必要と認めたときは、臨時に運営委員会を招集することが出来る。 

３ 運営委員会は総会に次ぐ決議機関である。 

 

第１２条（ブロック会） 

１．ブロック会は、センターの運営をより円滑にするために各地域ごとに設ける。 

２．ブロック会は、運営委員会と同等の扱いとすることが出来る。但し、その内容はニュース 



  等を通して公表され、各運営委負からの意見を取り入れた後、本センターの活動に反映さ 

  すものとする。 

３．本センター全体に関する事項は決議出来ないものとする。 

第１３条（三役会） 

１．三役会は、運営委員会に次ぐ機関であり、会議の内容はニュース等を通じて公表され、 

本センターの活動に反映さすものとする。 

  ２．三役会は、会長、副会長、事務局長で構成する。 

 

第１４条（会議の要件） 

   本センターによる会議は特別の定めがある場合を除き、構成員の過半数の出席 

をもって成立し、出席者の過半数の賛成をもって議決する。 

 

第１５条（財 政） 

 本センターの財政は下記の通りとする。 

  （１）第４条（組 織）で構成される団体、個人の分担金 

（２） 事業収入、基金及び寄付金等 

（３） その他 

（４）本規則に定めていない事項に関しては、規約の精神に基づいて運営委員会または三役会で 

決定することが出来る。 

第１６条（会計年度） 

    本センターの会計年度は、毎年４月１日から始まり翌年３月３１日までとする。 

 

第１７条（規約の改正） 

   この規約の改正は、構成員の３分の２以上の出席する総会において、出席構成員の３分の２以 

上の賛成をもつて議決する。 

 

第１８条（会友の設置） 

 全国ランニングセンター役員経験者、全国ランニングセンターの運営に協力してきた会員、
元会員で今後とも「全国ランニングセンターの発展を願う方」は会友となることが出来る。  
会友は親睦を深め「全国ランニングセンター」を応援して頂く。会友組織については、会友会
委ねる。 
 
 
 
 

「付 記」 

  １．１９８８年６月２５日 制 定 

  ２．２００６年６月 ４日 全面 改正 

  ３．２０１６年６月 ４日 一部 改訂 ６条、７条２項 ３項 ４項 １８条（特別職の 

選任）廃止し、同条を改訂（会友の設置）に改める。 


